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STORY 14.　IBMの来社















AI事業に着手した当時を振り返って、改めて思うことが

あります。それは、IBM Watsonとの出会いは非常に大きな

ものだったということです。

木村が参加したセミナーで、事例を聞いたことから始まった

縁ですが、仮に IBM Watsonとの出会いがなかったとして

も、弊社はAI事業に着手していたのではないかと思います。

より良い方法で、医療従事者に医薬品情報をお届けする

という弊社のミッションに合致していたためです。

とはいえ、もしWatsonとの出会いがなければ、自社で

エンジンの開発から行っていたかもしれませんし、ある

いは、この後の話で書かれているトレーニングも受けられ

なかったかもしれない。

この群雄割拠のAIサービス構築競争の中で、何歩も

後ろを歩かざるを得なかった事態も十分に考えられます。

そういう意味では、たまたま木村がそのセミナーに参加

したこと、たまたまそこで IBM Watson の事例が発表

されていたこと、これはとても大きな偶然であり、弊社に

とっての幸運でした。

木村社長、やはり“持っている”と社内でよく話題になり

ます（笑）

つれづればなし

徒 然 噺




